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牛
久
と
由
良
家
⑤

再
発
見
・
牛
久
第
二
十
四
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
　
　
栗く
り
は
ら原

　
功
い
さ
お

　

　
　
　
貞
房
以
降
は
代
々
高こ
う
け
し
ょ
く

家
職
に

国
繁
―�

信し
な
の
の
か
み

濃
守
。
天
正
18
年（
１
５
９
０

年
）
の
夏
に
豊
臣
秀
吉
よ
り
牛
久

村
な
ど
で
５
４
３
５
石
の
采
地
を

宛あ

て

が行
わ
れ
、
牛
久
城
に
入
城
し
た
。

貞
繁
―�

信
濃
守
。
天
正
18
年
に
徳
川
家
康

よ
り
江
戸
城
に
召
し
出
さ
れ
て
近

侍（
側
近
く
で
仕
え
る
）、
旗
本

に
列
す
る
。
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は

家
康
・
東
軍
の
一
員
と
し
て
出
陣
。

つ
い
で
水
戸
城
・
伏
見
城
の
城
代

の
役
割
を
果
た
す
。大
坂
冬
の
陣
・

夏
の
陣
に
出
陣
す
る
。

貞
長
―�

旗
本
。
寛
永
11
年（
１
６
３
４
年
）

徳
川
第
３
代
将
軍
家
光
上
洛
に
さ

い
し
て
、
御
書
院
番
に
列
し
て

供ぐ

ぶ奉（
将
軍
の
お
と
も
の
行
列
に

加
わ
る
）す
る
。

各時代の歴史よりこぼれ話

国
繁
の
子
貞
繁
が

　
旗
本（
徳
川
将
軍
家
直
属
家
臣
）に
列
す
る

　
　
―
―
由
良
家
累
代
―
―

貞
時
―�

播
磨
守（
従
四
位
侍
従
）。
高
家
肝

煎
。
嘉
永
７
年
４
月
６
日
、
京
都

御
所
炎
上
、
町
家
に
飛
火
し
て
大

火
に
な
っ
た
。
将
軍
家
定
は
、
御

見
舞
の
た
め
、
10
日
に
高
家
肝
煎

の
今
川
駿す
る
が
の
か
み

河
守
を
上
京
さ
せ
た
。

15
日
に
は
高
家
肝
煎
の
由
良
貞
時

を
派
遣
し
て
黄
金
50
枚
外
を
献
上

し
、
老
中
首
座
阿
部
正
弘
を
作
事

奉
行
に
任
命
し
て
内だ

い

り裏
の
造
営
に

着
手
さ
せ
、
年
末
に
禁き

ん

り裏（
京
都

御
所
）
へ
見
舞
金
と
し
て
１
万
両

を
進
献
し
た
。
幕
末
の
混
乱
の
中

で
大
役
を
果
た
し
た
貞
時
は
明
治

時
代
に
な
る
と
、
苗
字
の
由
良
を

新
田
に
復
し
て
い
る
。

貞
房
―�

信
濃
守
。
寛
文
５
年（
１
６
６
５

年
）
位
階
従
五
位
下
侍
従（
大
名

に
準
ず
る
）
に
叙
任
。
同
６
年
に

高こ

う

け家
職し
ょ
く（
奥お
く

高
家
）に
登
用
さ
れ
る
。

頼
繁
―�

信
濃
守
。
従
四
位
下
に
叙
任
。
延

宝
７
年（
１
６
７
９
年
）に
奥
高
家

に
登
用
さ
れ
る
。

貞
長
―�

宝
永
７
年（
１
７
１
０
年
）、
表
お
も
て

高
家
。

貞
整
―�

播は
り
ま
の
か
み

磨
守
。
従
四
位
上
左
少
将
に
叙

任
。
寛
保
２
年（
１
７
４
２
年
）に

奥
高
家
に
登
用
さ
れ
、
宝
暦
６
年

高
家
肝き
も
い
り煎

に
な
る
。

貞
通
―�

信
濃
守
。
安
永
２
年（
１
７
７
３

年
）
奥
高
家
見
習
、
同
５
年
奥
高

家
に
登
用
さ
れ
る
。

貞
雄
―
高
家
職
。

貞
陰
―
高
家
職
。

貞
靖
―�

播
磨
守（
従
四
位
侍
従
）。
高
家
肝

煎
。
嘉
永
６
年（
１
８
５
３
年
）

11
月
、
徳
川
家
定
に
孝
明
天
皇
よ

り
宣
下
が
く
だ
さ
れ
第
13
代
将
軍

就
任
。
家
定
は
、
翌
年
１
月
に
高

松
藩
主
松
平
頼よ
り
た
ね胤
と
高
家
肝
煎
由

良
貞
靖
に
上
京
を
命
じ
、
所
司
代

脇
坂
安や
す
お
り宅

と
と
も
に
参
内
さ
せ
て
、

将
軍
宣
下
の
謝
意
を
表
明
さ
せ
る
。

　
老
中
直
属
の
高
家
職
（
大
名
に
準
ず
る
格
）

　
高
家
と
い
う
と
、
多
く
の
人
々
は
赤
穂

浪
士
に
討
ち
取
ら
れ
た
彼か

の
吉き

ら良
上こ
う
ず
け
の
す
け

野
介

義よ
し
な
か央

の
名
を
思
い
う
か
べ
る
で
あ
ろ
う
。

　
高
家
職
は
元げ
ん
な和

元
年（
１
６
１
５
年
）に
設
け

ら
れ
た
江
戸
幕
府
の
職
名
で
、
明
治
維
新
ま
で
に

大
身
旗
本
26
家
が
勤
め
た
。
海
舟
語
録（
勝
海
舟

の
談
話
）に
は『
高
家
は
本
当
の
高
家
で
、
み
な
高

家（
家
柄
の
よ
い
家
）の
末
だ
。
京
都
の
方
の
使
と

か
勅ち
ょ
く
し使（
勅ち
ょ
く
し旨〈
天
皇
の
意
思
〉伝
達
の
特
使
）接
待

と
か
い
う
よ
う
な
も
の
に
勤
め
た
の
サ
』と
あ
る
。

　
高
家
職
に
は
格
が
あ
っ
て
、
高
家
に
就

任
で
き
る
家
の
当
主
が
、
年
令
が
若
い
と

か
で
任
ぜ
ら
れ
な
い
場
合
、
そ
の
家
を
表
お
も
て

高
家
と
呼
び
、
高
家
に
就
い
た
場
合
は
、

奥お
く

高
家
と
呼
ん
だ
。
主
任
に
相
当
す
る
役

職
を
肝き
も
い
り煎
高
家
と
呼
ん
だ
。

高家職・由良播磨守貞靖・貞時の役宅（番

町の堀端一番丁。田安門付近）所在地。

【嘉永・慶応版の江戸切絵図より】

自邸は堀端一番丁の半蔵門よりに構え

ていた。

高家職
由良家役宅


